
  平成 29 年 12 月 26 日 
都 市 局 

公 園緑地・景観課 

 

国営公園の更なる利用者数増加を目指した試行を開始します 

～平成30年度より、「子ども料金の無料化」「大人料金の見直し」などを試行～ 

 

 
 
 
 

 

○ 国土交通省では、国営公園等を訪れる入園者を平成32年度に4,800万人とすること

を目指し、魅力的な施設整備の推進や利用促進のためのソフト施策を展開しています。 

 

○ 今般、平成30年 4月１日より、特にファミリー層を中心とした国営公園の利用促進

を図るため、子ども料金の無料化や大人料金の見直しなどの入園料改定に関する試行

を全国12公園において実施します。（詳細は、別紙参照） 
 

  ※シルバー料金は変更なし 

 

○ 試行等に関する利用者の意向把握・近傍の類似施設の入園料等の実態把握を行うと

ともに、有識者による会議を設置の上で、試行結果を検証し、それぞれの国営公園で

提供しているサービス水準や地域性等の観点から、適正な入園料について更に検討し

ていきます。 
 
＊全国の国営公園に関する情報は国土交通省ホームページを御覧ください。 

 http://www.mlit.go.jp/crd/park/shisaku/p_kokuei/nihon/ 

 

 現状  試行 

子ども入園料 80円 
 

無料 

大人一般入園料※ 410円  450円 

団体料金 20名以上 
が対象  

公共交通機関や旅行会社等が販売する
旅行商品に団体料金を適用 

年間パスポート 一の公園で 
使用可能  

入園料を徴収する全ての国営公園で使
用可能 

２日間通し券 （設定無し）  新たに設定（大人一般500円等） 

問い合わせ先 

国土交通省 都市局 公園緑地・景観課 三井、平田 

TEL：(03）5253-8111（内線32942,32944）、(03)5253-8419（直通） 

FAX：(03) 5253-1593 

 

国土交通省は平成30年４月１日より、国営公園の利用者数の更なる拡大を図るため、

「子ども料金の無料化」「大人料金の見直し」など入園料に関する試行を実施し、利用

者の意向把握等を行うことで、適正な入園料の検討を進めます。 



：入園料等を徴収している公園（試行を行う公園）
※河川公園等については、入園料を徴収していない

１．試行期間
平成30年度（1年間）を予定

現状 試行

子ども入園料 80円 無料

大人一般入園料※ 410円 450円

団体料金 20名以上が対象
公共交通機関や旅行会社等が販売
する旅行商品に団体料金を適用

年間パスポート
一の公園で
使用可能

入園料を徴収する全ての国営公園で
使用可能

２日間通し券 （設定無し） 新たに設定（大人一般500円等）

２．主な試行内容

国営公園入園料の改定に関する試行 別紙１

３．国営公園位置図

※シルバー料金は変更なし



国営公園入園料の改定に関する試行

現行
試行
（H30.4～）

一般

大人 410 450
シルバー 210 210
小人 80 0

団体

大人 290 290
シルバー 210 210
小人 50 0

年間
パスポート
（下記以外）

大人 4,100 4,500
シルバー 2,100 2,100
小人 800 0

年間
パスポート
（冬期無料
開園公園※）

大人 2,600 2,800
シルバー 1,300 1,300
小人 500 0

２日間通し券

大人 － 500
シルバー － 250
小人 － －

【試行する料金一覧表】

【国営公園の入園者数推移】

現行
試行
（H30.4～）

熱帯ﾄﾞﾘｰﾑ
ｾﾝﾀｰ

一
般

大人 690 760

小人 350 0

団
体

大人 550 550

小人 210 0

海洋文化館

一
般

大人 170 190

小人 50 0

団
体

大人 80 80

小人 30 0

■入園料 ■国営沖縄記念公園（入館料）

下線部：変更箇所

（円）（円）

平成28年度
3,898万人

目 標※

平成32年度
4,800万人

※冬期無料開園公園は、滝野すずらん丘陵公園と国営越後丘陵公園の2公園。

※「観光インフラ整備プログラム施策集」
（平成28年12月27日観光戦略実行推進
タスクフォース決定）


